
新たなツールを導入して、
　　　情報発信力を強化しています！
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 情報発信が重要視される昨今。当法人でも、様々な形で情報発信に取り組んできました。特に今年度は、
ホームページやSNSの活用を始めたり、社員同士の交流を深めるために社内報を発行したりと、活動が活性
化しています。今回はその一部をご紹介いたします。今後も時代に合わせながら、常に「開かれた法人」で
あるよう、努めていきたいと考えています。

　今春、新しいHPを公開し、施設の何気ない日常を
つづる「新着情報」を各施設日替わりで更新していま
す。その日あったことをすぐに掲載できるのは、HP
ならではの良さです。ご利用者の日常から、職員研修
まで様々な内容をお届けしています。また、各施設で
発行しているお便りも、HPより閲覧いただけます。
ぜひ一度ご覧ください。

　「静岡県優良介護事業所表彰」とは、「介護人材の確保や介護サービスの質の向上に向け、介護職
員が働きやすく、働きがいのある職場環境づくりや、利用者本位のサービス提供に取り組む静岡県内
の介護事業所を表彰し、これを広く県民や事業所等に周知することで、介護の仕事への理解を深めて
もらい、介護職へ新規就業の増加につなげるとともに、介護職員の職場定着を促進することを目的と
する」ものです。今回長上苑は離職防止・定着促進に向けた取組、人材育成のための取組、働きやす
い職場づくりのための取組を対象とした「職場環境改善
部門」に応募し、この度「令和2年度静岡県優良介護事
業所」に選んでいただきました。当法人は「浜松一輝く
職員を目指して」を合言葉に各施設において色々取り組
んでおり、その中から職場環境改善に向けた取り組みに
ついて抜粋して応募しました。
　「七恵会で働きたい」「働きやすい職場で毎日楽し
い」そういってもらえる取り組みを今後も発信し、より
多くの方に笑顔を提供できればと思っております。

「長上苑」が令和2年度静岡県優良介護事業所に選ばれました

ホームページリニューアルOPEN！
　　　　各施設の日常を毎日発信

　組織が大きくなるにつれて、法人内の自分の所属以外
の施設の魅力や、そこに在籍する職員の人となりを知る
機会が減ってきていることを危惧した理事長のアイデア
により、社内報「Friends」が始まりました。誌面で紹
介した職員に親しみが沸くよう、少し砕けた内容も含み
つつ、読むのが楽しくなるよう企画しています。これま
で話す機会がなかった職員同士も、「Friends」をきっ
かけに交流が深まればと考えています。

職員交流のきっかけに
　　社内報「Friends」始動

　昨年度制作した、新卒向けの採用パンフレットに手
ごたえを感じ、今年度は中途採用者・高年齢者向けの
パンフレットを制作しています。現職の職員に取材を
行い、過去の経歴や現在の職務でのやりがいを掲載す
る予定です。内容に共感した求職者を採用すること
で、より良い人材の確保に繋げたいと考えています。
撮影中に、カメラマンから「笑顔の質がいい！」とお
褒めいただきました。

中途・高年齢者向け
　　　採用パンフレット制作
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　このコンテストは、厚生労働省と独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構が「高年齢者自
らが意欲や充実感を持ちながら、その能力を十分に活かして生産性を向上させるなどの創意工夫を行
った職場改善事例や、実際の働き方等の工夫をしたことを表彰するものです。高年齢者雇用の重要性
について国民や企業の理解の促進を図り、高年齢者が生涯現役を目指していきいきと働くことのでき
る職場づくりのアイデアの普及」を行っていま
す。今年度は98編の応募が全国からあり、表彰
式には三原じゅん子厚生労働副大臣が出席され
ました。数ある表彰の中から私たちは「理事長
表彰」を受賞しました。
　当法人の定年は65歳ですが、第二長上苑は
65歳を過ぎても継続して働ける仕組みや転職し
て来られた方を指導するシステムなどが評価さ
れたと思います。これからも高年齢者だけでは
なく障害をもたれた方でも働くことができる職
場環境づくりを目指していきたいと思います。

「第二長上苑」が令和2年度高齢者雇用開発コンテスト　理事長賞を受賞しました
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七恵会の笑顔あふれる取り組み ～コロナ禍でも各施設で工夫をして行っています～

　毎年、10月に行われている浜北森林公園での親子遠足。今年度は残
念ながら中止となってしまいました。そのため、バス散歩で浜北森林公
園へ行き、親子遠足のコースを歩いています。「がんばるぞ」と友だち
同士で声を掛けあったり、段差の大きな階段も全身を使って登ったり、
遅れている子がいると年長児が少し戻って様子を見に行ったり、保護者
の方と歩いている時には見られなかった子どもたちのたくましさを感じ
ています。
　今後は、登山も計画しています。自然に囲まれた中でアップダウンの
ある道を歩き、ウイルスに負けない元気な身体をつくっていきたいです。

自然の中で見つけた
　子どものたくましさ
自然の中で見つけた
　子どものたくましさ

実りのある長寿のお祝い

　今年度の「ながかみ祭り」は9月23日（水）に屋内で行いました。各
フロアに分かれ、別のフロアのご利用者様・職員が交わることがないよ
うに配慮しながらの開催となりました。それぞれのフロアでは飾りつけ
や法被、浴衣を着てお祭りらしい雰囲気を
演出することができました。祭りが始まる
と、お菓子のつかみ取りや輪投げ、ボール
入れなども行われ、参加された皆様が笑顔
で楽しいひと時を過ごすことができたと思
います。今後も工夫を凝らし楽しみを提供
できるよう取り組んでいきます。

ながかみ祭り開催
　10月4日（日）提灯や昔懐か
しい看板で装飾された夢ホール
にて、1回目の秋祭りを開催しま
した。まずは、新入職員による
ソーラン節を披露。力強いパ
フォーマンスで迫力のステージ
を盛り上げます。焼き鳥や枝豆
をご用意した昼食をはさみ、職
員による寸劇では笑い声が、全
員で参加できる体操では元気な
掛け声が飛び交いました。今年
は日程を3回に分け「密」を回避
するなど、例年とは異なる形式
を検討し、準備が難航する場面
もありました
が、ご利用者
様・職員共に
笑顔あふれる
秋祭りでした。

10月18日（日）「秋祭り」を開催しました。今年度は、ご家族様をはじ
め様々な外部からのボランティアさんの協力を得ずに施設内で開催し、1階
ホールとデイルームの2会場で行いました。出し物は新入職員による歌や体
操、ゲームなどを披露し、ご利用者様が一緒に口ずさんだり、拍手したり常
に笑顔が溢れる会場でした。模擬店も名物の「カレー」や「焼きそば」など
を、いつもと違う雰囲気で食べることで皆様あっという間に完食されていま
した。今までとは違う形での開催ですが、私たちも自信が持てました。来年
はもっと笑い声が絶えないように取り組んでいきたいと思います。

「昭和の居酒屋」がテーマの秋祭り♪一体感溢れる秋祭り長上苑 浜松中央長上苑

ながかみ
保育園

第二・第三
長上苑

ケアガーデン
長上苑

　今年度の「敬老会・秋祭り」
は、9月21日（月）に施設内に
おいて同時開催しました。敬老
会では、99歳（白寿）を迎えら
れる方もいらっしゃり、皆で長
寿のお祝いをさせていただきま
した。秋祭りは、１年間の思い
出のスライドショーの鑑賞やク
ラリネット演奏、ビンゴゲーム
などを楽しみました。中でもビ
ンゴゲームでは、景品が当たる
こともあり、皆さん大盛り上が
りでした。
　これからも感染予防を徹底し
ながら、楽しみのある企画に取
り組んでいきます。

　園庭には、小さな畑があり、季節のお野菜が沢山！子どもたちはそ
の成長を日々楽しみにしています。
　子どもたちにとって“食”は本当に身近で大切なもの。ある日「ポッ
プコーンって何だろう？」という疑問を、ぽろっと口にした子がいま
した。それを聞いたスタッフは、翌日すぐにポップコーンの素となる
乾燥させたトウモロコシを持ってきて実際に作って見せてくれました。
子どもたちは、ポップコーンがトウモロコシから出来ているという事
実と出来上がっていく過程の面白さに大興奮でした。また、対象を主
に年長さんとした食育講座に「キッチンスタジオ」というものがあり
ます。栄養士さんに食材や調理の仕方についてお話をしてもらったあ
とは、楽しく調理に挑戦です。
　「食べること」は“生きる土台作り”でもあります。子どもたちには
“食べる喜び”を知って成長していってもらいたいと願っています。

～ 生きる土台作りに ～
中央ながかみ保育園
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場環境づくりを目指していきたいと思います。

「第二長上苑」が令和2年度高齢者雇用開発コンテスト　理事長賞を受賞しました
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長上苑　　　　　 浜松市東区中田町584番地 TEL 053-411-0011

第二長上苑　　　 浜松市東区中田町590番地 TEL 053-411-0022

第三長上苑　　　 浜松市東区中田町581番地 TEL 053-411-1133

浜松中央長上苑　 浜松市中区中島2丁目7番1号 TEL 053-411-5550

ケアガーデン長上苑 浜松市中区中島2丁目7番8号 TEL 053-467-5550

ながかみ保育園　 浜松市東区中田町776番地 TEL 053-411-4811

児童発達支援事業所ながかみ 浜松市東区中田町778番地 TEL 053-411-4611

中央ながかみ保育園 浜松市中区中島2丁目7番8号 TEL 053-467-6600

法人本部　　　　 浜松市中区中島2丁目7番1号 TEL 053-411-5550

社 会 福 祉 法 人 　 七 恵 会

苦情報告
令和2年度上半期

苦情内容

 事業所 サービス 件数 苦情内容と対応

長上苑 短期入所 1 ・排泄介助時に不適切な言動で不快な思いにさせられた
⇒担当職員に事実確認をし、本人、家族に謝罪し今後の対応を説明し了承いただく。

第二長上苑 通所介護 1 ・他利用者より叩かれた
⇒本人、家族に謝罪を行い詳細を説明し了承いただく。


